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はじめに 
 1980 年代、バブル経済の好景気、男女雇用機会均等法の制定(1985)の中で、伝統的なジ
ェンダー観・家族観から解放された生き方ができるようになり、消費生活を謳歌できる生
き方が肯定的に認識されてきた海老,1986; 青木,1987）。この頃から、徐々に未婚者・独身
者がシングルと言い換えられる。1990 年代には初めて「少子化」「未婚化」ということばが
登場し、未婚化・非婚化が解決すべき社会問題として捉えられるようになる。 
 男女平等の意識や恋愛の自由化が当然と認識されるようになり、結婚というのは「必須
ではなく、好みによって理想とする相手を「選択」できることとして捉えられるように変
化してきたと言える。 
 一方、バブル崩壊後の 1990 年代には経済不況があり若年者の経済力が相対的に低下し非
正規労働者が増加してきた。この背景のなかで、経済的に安定している親もとで暮らす未
婚の若年層が増え、「パラサイトシングル」（山田,1994）ということばが生まれた。親もと
で暮らしながら、良い相手が現れるまで結婚を先延ばしできるようになると、未婚はさら
に増えつづけ、2000 年代には自然な出会いが難しくなった時代背景のなか、就職活動（就
活）ということばにちなんで「結婚活動（婚活）」ということばが登場してきた（山田, 2007）。 
 山田（2007）は、非婚化・晩婚化に対する解決策として「結婚活動（婚活）」を提示して
いる。その内容は従来通りの男性が働き、女性が家事育児をする男女役割から解放される
ことを前提している。若年者の高い水準の消費を望む割には、高収入の正規雇用が少ない
のが現実であるので、自分または相手の収入が安定するまで結婚を延ばすのではなく、男
女共に働きながら経済的基盤を確保して暮らす生き方を推薦し、積極的婚活を提案してい
る（山田,2007）。しかし、最近マスコミなどで取り上げられている「俗流婚活」は山田（2007）
の主張するところとはかなり異なり、ジェンダーフリーへの意識もなくなった形で非婚化
に拍車を加えている（山田,2010）。 
 上に示したように、根本的原因は何であれ、「未婚化・非婚化・晩婚化」現象は昨今の重
大な問題としてマスコミなどでも捉えられており、これらとつながる問題として「少子・
高齢化」も社会問題として捉えられている。 
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 また一方で、経済力と結婚という問題以前に、他者との関わり方の変化による問題も指
摘されている。核家族化が進むなかで勉強と消費が中心となる生活をしてきた子ども・若
者に、家族関係・友達関係・地域の人々との関係などが希薄になってきたことと、他者に
依存することより自分で自立するという「自己完全主義」が好ましいこととして認識され
てきており、自立は「個立」「孤立」としてイメージされている部分が強い。その文脈のな
かで、自分で完全に準備できるまでには結婚しないことがむしろ責任のある行動として捉
えられる部分もある。 
 以上のような背景のなかで、後藤他（2010）は、「親になること」の意味を論じており、
親になることは「他者との関係性への了解」と密接に関係しているとし、それはわが子に
限定しない、より広義での「世話をする―される」ことであり、それは大人になることに
必要な了解でもあるとした。また、後藤は、青年期の課題として、「親になること」を学ぶ
必要性をあげており、それは、社会的に開かれた存在として「生命」と向き合い「自己」
に出会い「他者と共に生きる」ことを学ぶことでもあるとした。 
 奥田他（2010a,2010b)は、大学生を対象に「親になること」に関する質問紙調査から、
大学生たちは「親になること」に関して、アンビバレントな態度があること、また大学生
が「親になること」をとても困難な課題として認識している可能性があることを示した。 
 また、どのような時間的展望を抱くかによって、親になるつもりがあるか（選択・意志）、
親になる自分を想像できるか（リアリティ）、親になる自信があるか（自己効力感）といっ
た意識に差が見られることを明らかにした。目標指向性、希望、現在の充実感、過去の受
容の４つの因子の得点が平均的に高い「高展望群」は、他の群にくらべて有意に自らが将
来親になり、自己が変化することに対してポジティブな態度をとっていることが示唆され、
一方、「低展望群」は、「高・中展望群」に比べて「親になること」によって自己が変化す
ると考えることはせず、自らが将来「親になること」に対する意識も低いことが示唆され
た。 
 本稿では、以上に示したような背景のなか、現在の大学達は、「結婚すること・親になる
こと」に関してどのように認識しているのかについて、インタビュー調査を通して個々人
の語りを取り上げ、記述することを目的とする。 
 
方 法 
 群馬県の K 大の学生 7 名（男性 2 名、女性 5 名）を対象に半構造化インタビューを行っ
た。インタビュー調査は 2010 年 10 月から 2011 年 2 月までの間に実施された。大学の研
究室で、個人インタビュー、または友達関係の学生 2 人が一緒にいる場面で、同じ質問を
順番に聞く形で共同インタビューを行った。 
 インタビューのテーマは、「結婚すること・親になること」であることを協力者に説明し
てから、協力者に①将来結婚すると思うかどうか、②将来親になると思うのかどうか、③
現在までの家庭の状況を主な項目とし、具体的な質問は協力者の答えや語りの流れに合わ
Mar. 2012 大学生の「結婚すること・親になること」のイメージ 45 
せて変えながら行った。 
 インタビューを行う前に調査の趣旨を説明し、許可を得てインタビュー内容を録音した。
調査協力者に関する詳細は表１に示す。 
 
表１．調査協力者 
 学年・性別 調査時期 インタビュー時間 インタビューの形 
A さん 3 年、女 2009 年 10 月 1 時間 12 分 個人インタビュー 
B さん 4 年、女 2009 年 10 月 
2009 年 10 月 
1 時間 15 分 共同インタビュー 
C さん 4 年、女 
D さん 3 年、女 2011 年 2 月 
2011 年 2 月 
25 分 共同インタビュー 
E さん 3 年、女 
F さん 4 年、男 2011 年 2 月 
2011 年 2 月 
54 分 共同インタビュー 
G さん 4 年、男 
 
結果 
 本章では、インタビューの逐語録をもとに、大学生が考える「結婚すること・親になる
こと」に関するイメージを個人毎にまとめた。インタビューの中で語られた順番通りでは
なく、個々人の特徴とともに考えられるように、①家庭的背景、②結婚と仕事 ③親にな
ることのイメージの順にまとめた。 
 ７人の語りの内容を検討した結果、細かい内容は異なるが、女子学生は「仕事による自
己実現願望タイプ（A さん、B さん、D さん）」と「伝統的な女性像願望タイプ（C さん、E
さん）」に区別した。また男子学生は「伝統的男性像願望タイプ（Fさん）」と「自由性願望
タイプ」に区分した。 
 以下、個々人の語りの内容を示すとき、協力者本人の言葉をそのまま使う場合は「 」
を用いる。 
 
１ 仕事による自己実現願望タイプ（女性） 
（１）Aさん（3年生、女） 
 家庭の状況：Aさんの両親は自営業をやっていたが、Aさんが大学生になった後で離婚し、
現在は母親、兄、Aさんの 3人家族である。小さい頃はパパっ子だったと言うが、成長に伴
い母親とは友達感覚になる一方、父親とはあまり関わりがなく、父親の存在感は薄かった。
母親の様子を見ながら、結婚生活は「我慢すること」というイメージを強くもつようにな
った。 
 結婚と仕事：S さんの結婚に関するイメージのキーワードは、「結婚は耐えるイメージ」
「紙切り一枚の束縛」と表現されていた。「もし自分の子どもがいたらということを考える
と、そのとき自分の隣にいる旦那さんというかパートナというと後付け的なところがあっ
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て」と語る A さんは、結婚より、子どもがほしいことが先にあると言う。 
 両親の関係をみていて、「世間的に夫婦という枠にされちゃって苦しんでいる母」を見る
ことになり、「あの紙切り一枚が何の意味があるんだ」と思うようになり、籍を入れて法律
的に結婚し夫婦になるということに関してはとても強いネガティブ感を持っている。 
 「誰かを好きになることに関しては、抵抗があるわけではないけれど、自分がやりたい
ことがあるじゃん。で、誰かを思って、誰かのためにという考え方が煩わしいように思う
ところがあって。恋愛して揺れている自分、好きだけど自分がやりたいことがあるのに、
もんもんとしている自分に吐き気がするときがある。」と語る A さんは、やりたい仕事があ
る。結婚や恋愛をするには、自分がやりたい仕事を犠牲にする必要があると捉えており、「好
きな人と一緒にいることで、自分が成長できないと思うと、自分がこのまま停滞だと思っ
たら、すごくいやだなと思うかも」と語った。恋愛・結婚と自分が望む仕事は両立しにく
く、恋愛を選ぶことは仕事をし、成長したい自分の自己犠牲が必要であると捉えている。 
 親になること：「漠然に子どもがほしいなと思うことはある。でも、自分がやりたいこと
があるので、その準備の勉強をして、就職することを考えると、自分はいつ産めるんだろ
うなと思う」。また、｢子どもがいることを想定すると、その子どもにはお母さんになって
あげないといけないことも考える。」「でも、自分がしたい仕事をするなら、産まないイメ
ージがする。自分の将来の仕事が子どもと関わる仕事だから、別に自分の子どもじゃなく
てもいいかなという面もある。」と語る Aさんは、仕事をしたいという意志がとても強いが
ために、自分の子は産まない可能性があるとした。 
 自分がしたい仕事は子どもと関わる仕事だという A さんは、「自分はお世話することがす
き」と言う。「自分が頑張ったり、世話をすることで、誰かが喜ぶことがすごくすきなんだ
ろうね。で、子どもって、尽くしたら尽くした分、素直に喜んでくれるので、それがすき」
と語る。結婚制度のなかで、妻として夫に、母として子どもにではなく、仕事として子ど
もに尽くしたいというのが彼女のやりたいことである。 
（２） Bさん（4年生、女） 
 家庭の状況：Bさんは両親と姉の 4人家族である。母親も父親も働いており、母親は Bさ
んが小中学校の時はパートで働いたが、いまは契約社員としてフルタイムで働いている。
母親は休み日が少ないので、父親が食材の買い物をし食事を作ることも普通である。家族
で定期的に旅行に行ったりするなど、家族全員仲がとてもよい。母親の方が強く、父親は
母親は毎日何か言われるが、でも父親は母親が好きで、2人で争う喧嘩はない。いわゆる一
般的な家庭のイメージからすると父母の役割が逆転した形で、幸せな家庭と語った。 
 結婚と仕事：「相手が良い人が見つかればするが、結婚より仕事をしたくて、旦那さんよ
り働きたい、めぐり会えなかったら結婚しなくても良い」「もし結婚したら、旦那さんに主
婦（主夫）やってもらった方が良いと思います。」と語る Bさんは、中学高校くらいからそ
う思っていたらしい。結婚そのものへのネガティブなイメージはあまりないが、仕事への
意志がとても強く、もし結婚するなら「仕事ができる」という前提ですると語る A さんに
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とって結婚は必須事項ではない。また結婚はしないとか悪いと捉えるのでもなく、選択す
る・選択できることとして捉えていた。 
 「結婚は世間にきちんと認められているということなので、安定すると思う。私なら、
事実婚していても、年とっていくと、絶対籍を入れると思います。だって、保険とか年金
とかがあるから。」と語る B さんに、事実婚と結婚のどこが違うかと聞いたら、「名前が変
わるくらいで事実婚と結婚の差はあまりない」と述べつつも、結婚の形は相手と話あって
良い形に持っていけば良いと語り、事実婚と法律婚の間での強いこだわりはなかった。 
 また、B さんは、結婚するなら一緒に住んでみる方が良いと言い、親からも同棲してから
結婚した方が良いと言われている。 
 親になること：「いまは、すごく子どもがほしいとかは思わないが、すごく好きな人がで
きたら、産みたいと思うかもしれない、要らないとは思わない」「結婚して子どもができた
ら、（夫との関係が）逆転すると思います。私が威張って上になると思う」「産むなら 30 歳
までには産みたい、私が 30 で産んだら、子どもが 20 歳の時に 50 歳、もし、旦那が年上だ
ったら、学費とかが大変になるから、30 までに産んだ方が将来を考えたときに良いと思う」、
「自分がお父さんとお母さんからいっぱい愛情をうけて育ったから、もし、産むならそれ
と同じ環境にしてあげたいと思う。」と B さんは語る。仕事は絶対にすると言いながら、結
婚・出産に関してもある程度考えていて、子どものために自分が犠牲になるという感覚も
なく、子どもが生まれるならさらにお金がかかる分、仕事も続けると思っていた。 
（３） Dさん（3年、女子） 
 家庭の状況：D さんが子どもの時は両親が働いていたので、D さんはおばあちゃん子だ
った。D さんが高校の時に、両親が離婚しており、現在は母親と妹と 3 人で暮らしている。
親の離婚による父親不在の影響はそれほどでもないが、母親と一緒に家を出たので、その
地域の人々、親戚と離れ、家族がバラバラになった感じがあると語った。父親も一緒にい
たら、経済的にも余裕があって、もっといい大学に入れてもらえただろうし、留学も出来
ただろうとは思うけど、母親が一人で頑張っているので、その分に関しては感謝している
と言う。 
 結婚と仕事：D さんは現在付き合っている男性がおり、就職したら早く結婚したいと言
う。「一人で別々に住むより、2 人での生活の方が経費節約にもなるから」という理由もあ
り、籍を入れて一緒に住み始めて、その後準備できたら、結婚式をあげるつもりである。
前は（結婚せずに）自分一人でやりたいと思っていたけど、いまは彼氏がいるので、考え
が変わって一緒にいたいと思うようになったようである。 
 結婚して男性が専業主婦になり、自分が仕事をすることも良いとし、お金などは共同で
使う分と自分が自由にできる分を別々にして管理したいと語った。 
 親になること：D さんは、母親からも付き合っている彼氏からも、子どもができたら仕
事をやめるよう言われている。「私は、家事も子育てもやりたくなくて、でも子どもを産ん
だら、子どものために生活して、仕事がしたくて、誰かにあずけて自分は仕事だけするこ
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とはしない。」「もし産んだら、自分もみますよ。でもいろいろやりたいことがたくさんあ
るので、でも子どもを産んだら、自分がやりたい方向にだけ走ることはしない。」と D さん
は語り、子どもが生まれてくるとある程度「自己犠牲」はあるとしながらも、子育てをす
る現実の必要性と自分のやりたいこととの間で調節しようとしている。 
 
２ 伝統的な女性像願望タイプ 
（１） Cさん（4年、女） 
 家庭の状況：C さんの家族は両親と祖母と弟で５人家族である。母親は自分が小・中学
校の時はパートだったが、高校からは正社員の看護師として働いている。家事はほとんど
母親がし、日中は祖母がいろいろやってくれている。両親は口喧嘩をしたりはするが、関
係が悪いわけではなく、普通の一般的な生活をしていると言った。 
 結婚と仕事：どちらかと言えば専業主婦になりたいと語る C さんは「高校の時は仕事の
願望があったけれども、大学で彼氏ができ、ごはんを作ってあげたりしているうちに、仕
事よりこっちの方が合っているかなと思うようになった。」らしい。しかし、社会人として
ちゃんと仕事をした上で、結婚し子どもを産みたいと言う。結婚や出産が早すぎても自分
であまり自覚しなくなるので、社会人としてちゃんと認められる大人になってからという
感覚があるようだった。大学卒業したら、１-2 年働いて結婚し、27･28 までには子どもを
産むというイメージを持っている。 
 事実婚は、いろいろあいまいなので、自分はしたくないと C さんは語った。「もしも事実
婚になることになっても、早めにはっきりさせたい。彼女でもないし、奥さんでもない、
あやふやなのはいや」と自分の立場がはっきりしていた。また、結婚するためには相手に
きちんと職業がないと（親に）認めてもらえないと思うし、C さん自身も相手の男性が収入
があることがもちろん前提であると考えていた。 
 また、結婚するなら、同棲してからすると言い、その理由は、勢いで結婚して離婚して
バツイチになるより、同棲してから結婚した方が安定するからと考えている。 
 親になること：C さんは、いつかは自分が親になるだろうと思っている。C さんは、「し
つけなどをまもったりするけど、だんだんそれがくずれていきそうな感じ。自分の性格上、
こうしたいという理想はあるけど、現実にそぐわないようなこともあるかな。子どもにそ
こまで要求しないかな～。うちの親が私が好きなことをやらさせてくれたので、私もあま
り上から押し付けることはしないかな。つかず放さずみたいな。」と自分が将来親になった
ときのイメージを語り、もしも自分に子どもが授からなかったとしても、養子縁組などに
していくことはあまりないだろうと言った。 
（２） Eさん（4年、女） 
 家庭の事情：父親は子どもの時亡くなり、現在は母親と姉と一緒に暮らしている。家族
に関する不満などはなく、家族で仲よく普通に生活している。 
 結婚と仕事：結婚は 30 歳までいくと焦るので、28 くらいにしたいと言う E さんは、も
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ちろん子どももほしいと言った。E さんは仕事を通してよりは、家で家族をサポートするこ
とがしたいので、専業主婦を望んでいるが、不況という時代的な背景を考え、金銭面の問
題がある場合は、部分的に仕事をすることも考えていた。家の金銭の管理に関しても、専
業主婦の仕事として自分が管理したいと語った。 
 親になること：E さんは、「うち、親が、結構外で働いていたので、やっぱり、家にはい
てあげたいな～ということがあり」と、自分の子ども時代の体験から、子どものために母
親として家にいたいという気持ちが強かった。 
 
３ 伝統的な男性像願望タイプ 
（１） Fさん（4年、男） 
 家庭の状況：Fさんの親は、F さんが大学生の時に別居の後、離婚に至った。姉は結婚に
より分家しており、実家では母親と妹が一緒に生活をしている。F さんは家で掃除をしたり
食事の準備をしたりなど家事もかなり行っている。 
 結婚と仕事：F さんはどちらかというと、「籍も入れて、ちゃんと結婚はした方がいい」
と語る。「親とかにもちゃんと挨拶をするし、ずっと一緒にいるのに、籍いれないと、周り
からみたときに変わった人に見えるし」と語る F さんは、自分の姉が結婚したときに、相
手の男が姉の名字になったので、名字が変わることにそれほど抵抗はないと言った。 
 F さんは、結婚して将来の子育てなども考えると大変になるから、「とりあえず、就職し
てちゃんと働いて給料がもらえるまで、何年か経つまでにはしない方がいいかな。」と語っ
た。「就職してすぐ結婚すると、職場が合わなくなってやめるとかある場合に、結婚してい
るのに収入がなくなるので、相手に迷惑がかかる」と語り、職が長期的に維持できる見通
しができたら結婚すると考えていた。好きだからとりあえず結婚しようとは思わないかと
聞くと、「もし、万が一子どもができたのに、収入がないとなると大変だから、この先、何
が起こるか分からないんじゃないんですか。もしかしたら、病気になって働けないことも
あるかもしれないし」、「好きだから結婚は、自分たちは良いかもしれないけど、うまれて
くる赤ちゃんにとってはよくない・・」と語り、結婚するための自分自身の準備条件がは
っきりある様子であった。 
 また、「自分は公務員になるから、あまりお金を使う機会もないので、お金は妻に預ける
かな～。」「食べていければそれで満足、妻に預けて、その代わり、家事はなるべくやって
ねという感じ。そうしてくれてば、あとは何にもしてなくてもいいから。」と語り、家事・
育児の多くはほとんど妻にまかせるが、自分が家にいるときは手伝うということで親切な
夫になるというイメージを持っていた。 
 F さんの親は離婚しており、親の仲がよくない状態をみてきたが、だからといって結婚に
対するイメージがネガティブなものにはなってない。親は親、自分は自分だと言いながら、
「嫌なことをされたから、逆に嫌なことをしないように努力すると思う」と前向きな姿勢
だった。 
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 親になること：F さんは、親になること自体、あまり考えたことはないけれども、いずれ
は親になると思っている。しかし、もしも相手が、仕事が好きで子どもがほしくないなら
ば、子どもを持たない選択もあり得ると言った。親になるとか子育てをするということは
そんなに実感はないが、なんとなく上手くできるかなという不安はあるものの、何とかな
るかなとも思っている。「姪がやってくる時が多かったので。自分が親になるなら、自分で
関わりたい、できる限り。」と語る F さんは、子育てに関するネガティブなイメージはあま
りみられないようであった。 
 
４ 自由願望タイプ（男性） 
（１）Gさん（4年、男） 
 家庭の状況：G さんの家族は両親と兄で、4 人暮らしである。両親は仕事で忙しく、G さ
んは小さいころから祖父・祖母と関わる時間が多かった。家族に特別な問題があるわけで
はないが、家族の仲がよく対話が多いというわけでもない。現在も、親は働いて遅いので、
兄と一緒に家にいるが、たくさん話をする方ではない。祖父・祖母が亡くなった中学の時
から、洗濯や料理などの家事もするようになったらしい。 
 結婚と仕事：F さんは、事実婚などより、きちんと籍を入れる結婚を好む。結婚によって
名字をどうするかがすこし難しいだろうと思っていた。相手の名字も尊重したいし、自分
も自分の名字を大切にしたいが、長い目でみると、どちらかには統一した方がいいと語っ
た。 
 結婚は、お互いに経済的な状況を確認して、2 人で出来そうだと思ったとき、つまり親か
ら完全に自立できるときにすべきであり、ただ、好きだからということでの結婚はしない
と言った。また、G さんは親の仲がよくないことを見てきているので、「結婚というのに、
自信がなくなる部分はある」とも語っていた。 
 結婚したら、「2 人とも働いて、家賃など生活費は 2 人で出しあって、金銭面のことを報
告し合うが、残りは各自で管理するようにしたい」と共同の領域と個人の領域を分けて考
えていた。 
 親になること：親になることもならないことも、難しい部分があるとし、「子どももほし
いなと思う部分もあるし、子どもをもつことになったら、今度の自分の時間もなくなるの
で、自分の時間を楽に過ごすこともしたいし。」と語った。また、ニュースなどで、いまの
保育園は待機児童が多いことを聞くので、もしも共働きになることまで考えると心配も出
てくるようである。 
 親になることへのイメージは「夫婦の仲の良さが子どもの成長を大きくさせるというし、
また、親とのコミュニケーションなど重要だからなるべく接するようにはしたい」と語る
一方で、「なるべく自分がみたいということもあるけど、あの、楽な方もいいなと。」とも
語っており、子育ては不自由・苦労とつながっているイメージが大きいようであった。 
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考察 
 以上、7人の大学生たちの「結婚すること」や「親になること」に関する語りの内容を示
した。具体的な内容はそれぞれ異なるが、女子学生 5人のうち、「仕事を通した自己実現願
望タイプ（3 人）」と「伝統的な女性像願望(2 人）」で区分した。仕事がしたいという 3 人
のなかでも結婚に対する視点はそれぞれであり、結婚に積極的な場合（D さん）、とてもネ
ガティブな場合（A さん）、ネガティブなイメージではないが仕事を優先したい（B さん）
場合があった（表２参照）。 
  
 表２．7人の語りの要約と位置づけ 
パターン 協力者 家庭状況との関連 結婚・親になることへの語りのキーワード 
仕
事
に
よ
る
自
己
実
現
願
望 
A さん 
3 年 
女 
親離婚 
結婚：ネガティブ 
親になる：負担 
結婚は耐えるイメージ/我慢すること/紙切り一
枚の束縛/事実婚なら OK/子どもは好きだが自
分のやりたいことをしたい/世話することがす
き/ 
B さん 
4 年 
女 
親仲よし 
結婚：ポジティブ 
親になる：ポジティブ 
結婚より仕事/結婚するなら同棲してから/ 
結婚するなら子どもを産む/自分も愛情いっぱ
いうけたから子どもにも愛情を注ぐ/ 
D さん
４年 
女 
親離婚 
結婚：ポジティブ 
親になる：自己犠牲 
早く結婚したいが、仕事も続ける/家事育児より
仕事/家事育児は自己犠牲/子どもを持つなら自
分もみる/ 
伝
統
的
女
性
像
願
望 
C さん 
４年 
女 
親普通 
結婚：ポジティブ 
親になる：ポジティブ 
専業主婦願望/結婚するなら同棲してから/自分
が好きにやらせてもらったから自分の子どもに
も押し付けることはしない 
E さん 
４年、
女 
父親死亡 
結婚：ポジティブ 
親になる：ポジティブ 
専業主婦願望/経済的な補助としての仕事/自分
の親が忙しく家にいなかったので、自分の子ど
ものために家にいてあげたい 
伝
統
的
男
性
像
願
望 
F さん 
4 年、男 
親離婚 
結婚：ポジティブティブ 
親になる：ポジティブ 
仕事も結婚も/相手に専業主婦願望/自分の子ど
もには関わりたい/金銭は妻に任せる 
自
由
性 
願
望 
G さん 
4 年、男 
親不仲 
結婚：非ネガティブ 
親になる：自由の犠牲 
仕事も結婚も/結婚が不安にあることはある/ 
子どももほしいが自由もほしい/金銭管理自由
にしたい 
 
 家族関係が良いと答えた人（Bさん）の場合は、結婚に対するイメージはネガティブには
なっていなかった。親が離婚状態か親の仲が悪いと答えた人は、結婚することや親になる
ことに対するイメージはそれぞれ異なり（Dさん,Fさん,Gさん）、協力者の本人が親の夫婦
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関係と自分への影響に関してどのように意味づけするかによって、自分自身の結婚や親に
なることへのイメージが異なっていた。 
 7 人それぞれにおいて、結婚することや親になることに関する詳細な認識は異なるが、7
人全員が、結婚する場合は、経済力が将来まで大丈夫という確信が持てるようになったら
結婚するだろうという部分は共通していた。また「親になること」に関しては、子育ては
責任をもって自分でしないといけないので、「自己犠牲」が必要、「不安になる」、「産まな
い可能性」などのことばが出ており、子どもを産んで育てることに対する負担感を抱いて
いることが分かる。一方で、「親からの愛情をたっぷりもらったので」「自由にさせてもら
ったから」など親からよくされた分、自分も子どもに同じことをするという方向の語りも
あり、親の子育てをポジティブに意味づけている人の場合は、自分が親になることに関し
てもポジティブになりやすい傾向があると思われる。 
 本稿では、7人の語りを用いたので、結婚することや親になることに関して今日の大学生
が持ち得る認識のパターンをすべて示したわけではない。また、結婚すること・親になる
ことに関する認識ごとにより詳細なインタビューを行い、個々人における論理のつながり
や個々人の認識の差は何に起因するかなどに関して探ることは今後の課題である。 
 
付記 
 本研究は平成 20 年度科学研究費挑戦的萌芽研究（課題番号 21653086）：「親になること」
の今日的意義の再検討と青年期のための次世代教育プログラムの開発」（研究代表者：後藤
さゆり）の助成をうけている。 
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Abstract 
College Students' Images of themselves "Married" or "as Parents" 
-As revealed through a Semi-structured Interview Investigation-  
 
Sunah Oh, Sayuri Goto, Satsuki Hiraoka,                        
Akio Omori, Yumiko Maeda, Yuichiro Okuda 
 
In this study we investigated college students' images of themselves as "married" 
or "as parents." Our investigation was conducted through semi-structured interviews of 
7 university students. 
The narratives of the seven students could be categorized as follows: “a 
self-actualization desire pattern by work”, “a traditional female image desire pattern”, 
“a traditional male image desire pattern”, and “a free desire pattern”.  
We described the characteristics of each individual belonging to each pattern. 
 
